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平成２４年度第８回 富合町合併特例区協議会会議録 

 

日 時   平成２４年１１月１４日（水） 

会 場   南区役所 ３階大会議室 

 

開会時間  午前１０時００分 

終了時間  午前１１時５０分 

 

    ○出席委員（８名） 

       会 長    田 中 榮 信 

       副会長    小 山 一 美 

       委 員    米 原 靖 雄 

              野 口 ミナ子 

              村 﨑 博 則 

              改 原 明 博 

              松 永   隆 

              内 藤 信 博 

 

    ○欠席委員     なし 

 

○参考人       
熊本市議会議員 くつき 信 哉 

      南 区 長   永 目 工 嗣 
 

 

 

 

 

 

 

 



 2

事務局 

それでは、ただ今から平成 24 年度第 8 回富合町合併特例区協議会定例会を開会いた

します。 

まず最初に、配付資料の確認をしたいと思います。1 枚紙で「平成 24 年度第 8 回富合

町合併特例区協議会次第」、それと「平成 24 年度第 8 回富合町合併特例区協議会」の冊

子、並びに「平成 23 年度富合町老人憩の家指定管理者管理運営の評価結果」及び「産業

祭・健康祭のチラシ」以上４点の資料を配付しております。資料の過不足等がございま

したら事務局までお申し出ください。よろしいでしょうか。 

 それでは、会議の進行につきましては、合併特例区規約第 10 条第 4 項並びに合併特例

区協議会会議運営規則第 4 条第 1 項の規定に基づき、会長である田中議長にお願いいた

します。よろしくお願いします。 

 

田中 榮信 議長 

今年も残すところあと 1 ヶ月半となりましたが、今日から寒くなるということでござ

いますので、みなさん風邪などひかれませんよう、お身体を大事にされてください。早

速ではございますが、議事を進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いします。 
合併特例区規約第 10 条第 5 項の規定に基づき、参考人として、くつき熊本市議会議員

と永目南区長にご出席をいただいております。参考人には忌憚の無いご意見をいただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 
まず、会議録署名委員についてでございます。会議録署名委員の指名につきましては、

協議会会議運営規則第 7 条第 2 項の規定により、指名をさせていただきます。本日は、

野口委員と村﨑委員にお願いします。 

 次に、構成員の出席数についてでございますが、本日は構成員の皆様全員にご出席頂

いております。したがいまして、合併特例区規約第 10 条第 3 項の定足数を満たしており

ますことをご報告いたします。 

それでは早速、お手元の次第に沿って会議を進めてまいりたいと思いますのでよろし

くお願いします。 

 
協議第 1 号「合併特例区終了後の特例区事業について」につきまして事務局から説明

をお願いします。 
 

事務局 

まちづくり班でございます。富合町合併特例区事業検討シートをご覧下さい。まずは

資料 3ージです。富合町体育祭について説明させていただきます。本年度の富合町体育祭

につきましては 11月 10日に開催予定でありましたが、雨天のために中止となりました。

来年度からの事業実施につきましては、富合校区自治協議会で検討していただいており
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ます。 
次に資料 5 ページの富合町駅伝大会でございます。本年度の駅伝大会につきましては、

来月 2 日に開催いたします。合併特例区期間での最後の駅伝大会となりますので、来年

度以降の実施を見据えまして、合併特例区事務局職員の対応や公用車使用を控えていこ

うと考えております。住民の方のボランティアによる協力を募り実施をしようと考えて

おります。こちらの事業につきましても、来年度以降の実施を富合校区自治協議会で検

討していただいております。 
次に資料 7 ページの富合町成人式でございます。本年度の成人式の実施につきましては、

来年の 1 月 13 日に予定しております。こちらにつきましても、平成 26 年富合町成人式

の実施から富合校区自治協議会で実施の検討をしていただいております。 
次に資料 9 ページの富合町文化祭でございます。本年度の文化祭の実施につきましては、

11 月 3 日、4 日に開催しております。発表の部と展示の部に沢山のご来場をいただきあ

りがとうございます。発表の部には 357 名の参加、展示の部には 322 品の出品があって

おります。また、文化協会からは 9 月 24 日に文化協会への補助金を継続して欲しいとの

陳情書が出ており、文化振興課と協議を行っております。陳情の内容としましては、こ

れまでどおり補助をお願いしたいという内容と、文化祭等に関する会場使用料の減免に

ついてのお願いしたいということで陳情をされております。現在、文化振興課と補助金

交付につきまして協議を行っているところでございます。会場使用料の減免については、

要綱の改正も視野に入れて協議を行っているところでございます。 
 
次に健康班からご説明させていただきます。資料 11 ページの健康祭についてでござい

ます。健康祭につきましては、本年度をもちまして廃止としております。 
 
産業振興班でございます。産業祭について説明させていただきます。資料は 13 ページ

になります。合併特例区終了後の方針につきましては、産業祭は廃止するということに

なっております。 
14 ページをお願いします。資料中ほどの、平成 24 年度 10－12 月期の欄に記載してあ

りますとおり、平成 24 年 10 月 11 日に産業祭実行委員会を開催しております。平成 23
年度決算、平成 24 年度予算及び開催要領について全ての議案が了承されております。本

年度の実施につきましては今月 23 日に、南区役所駐車場で実施されます。1－3 月期で

決算報告を行っていきたいと思っております。 
 
まちづくり班でございます。資料 15 ページの富合ふるさと祭りでございます。16 ペー

ジにこれまでの流れを記載しております。本年は 8 月 4 日に開催しました。富合ふるさ

と祭りにつきましても来年度以降の実施を見据え、合併特例区事務局職員の応援を極力

控え、商工会会員及び校区自治協議会役員の方々からの協力を募り実施したところでご
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ざいます。来年度までは、合併特例区共催予定でございます。 
次に、資料 17 ページの高齢者学級（さわやか学級）についてでございます。さわやか

学級につきましては、平成 25 年９月をもちまして廃止の予定でございます。各学級へは

廃止の周知をいたしております。その後の学級の継続につきましては、自主講座として

の開設という取り扱いになります。 
 
続きまして資料 19 ページです。保健事業につきましてですが、保健班から説明いたし

ます。現在、総合健診と複合検診の形で実施をしておりますけれども、総合健診につき

ましては、廃止ということになっております。複合検診につきましては、市の担当課と

今後も継続していく方向で検討しているところでございます。 

 

田中 榮信 議長 

ただいま事務局から説明がありました協議第 1 号「合併特例区終了後の特例区事業に

ついて」、何かご質問等はございませんでしょうか。 
 

改原 明博 委員 
保健事業ですが、合併時に、富合町の国保会計には数千万円の基金があったと思いま

す。それを財源として保健事業を行ったと思いますが、まだ残っているお金があるので

はないですか。このお金は富合町が大切に蓄えてきたものだから、合併後も富合町で使

ってよいという話でこれまで残してあったはずです。とうとう使い切れなかったから残

りは熊本市へ差し上げるというのは納得がいきません。 
 
事務局 

基金につきましては、旧富合町で国保療養給付費等支払基金ということで積み立てを

行っておりました。基金そのものは合併時に取り崩しをして、熊本市の一般会計に全額

繰り入れられております。ただ、基金相当額の範囲内で特例区の保健事業を行うことと

するということで、保健事業を組み立ててきたわけでございます。お尋ねのとおり、そ

の基金相当額の全てを保健事業に使用したというものではありません。 
 
改原 明博 委員 

合併時の熊本市との協議の中では、このお金については、保健事業として富合町だけ

で使ってよいものとして特別に認める、ということでした。幸山市長と約束をした 5 つ

の事業の中のひとつに保健事業があったんです。こういう有り難いお金があるのだから

と、保健事業についてはこれまでも意見してきたけれども、なかなか事業は進まなかっ

た。ひとつには、なかなかよいアイディアが出なかったということもあるのかもしれま

せんが、合併時の５大事業に入っているような事業ですから、特例区期間終了まであと
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１年弱ありますので、人間ドックの募集を行うなどし、保健事業に基金のお金を使うと

いうのが、誰が考えても利口な使い道ではありませんか。基金の残額はいくらですか。 
 
事務局 

国民健康保険療養給付等支払基金として、平成 20 年度の合併時に打ち切り決算を行っ

たときに 4,605 万 4 千円ございました。このうち特例区の事業といたしまして、平成 25

年度の予算見込まで含めましたところで、2,177 万 5 千円ということで、概ね半額を使用

するということになります。 

 

改原 明博 委員 

このお金は、先人の方たちが「何かあったときのために。」ということで、無駄遣いを

せずに貯めてきていたもので、それを使いきらずにそのままにしておくのは、勿体無い

気がしてなりません。 

 

松永 隆 委員 

私からも、この保健事業について申し上げますけれども、総合健診・腹部超音波検診

は特例区期間終了後は廃止するということで、今後は複合検診として実施されるという

ことですが、住民の方には分かり難いと思うのです。総合健診という名称を使うのでは

なく、総合健診で行われていた検診の中身を伝えて、例えば、「この検診は複合検診のメ

ニューにあるのでそちらで受けてください」というような分かりやすい説明をしていた

だくと助かるのですが。 

 

事務局 

少し説明が足りませんでした。 

総合健診は特定健診とがん検診、子宮がん・乳がん検診までを含めセットで受診する

ことができる健診でしたが、これに関しては廃止ということです。ただし、複合検診と

いうのがありまして、これは特定健診、各種がん検診が単発で実施されるもので、個別

に必要な検診をそれぞれ選んでいただく。すべてを選ばれると検診の内容は、ほぼ同じ

ものとなります。腹部超音波検診につきましては、熊本市では行われておりませんので、

廃止ということになります。 

 

松永 隆 委員 

分かりました。住民の方たちは、「健診はなくなってしまう。」という考え方になるの

で、会社勤めの人であれば、会社での健診などもあり健康管理をする機会があるのです

が、農家の方たちは、そういう健康管理がおろそかになりがちなところがありますから、

そういうところも踏まえて、住民の方たちへの説明は努めて分かりやすい説明をしてい
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ただきたいと思います。 

それと、もうひとつですが、特例区終了後も引き続き継続される事業については、担

当者の方からご説明をされましたが、今後は、校区自治協議会でボランティアによる実

施がなされるようなことをおっしゃいました。私たちも、これからは、ボランティアに

よる実施をしていかなければいけないと思っているのですが、予算は、ある程度必要で

はないかと思います。何もかもをボランティアでは成り立って行かないのではないかと

思います。今までと同じ様に予算をつけてくださいとは言いませんが、ゼロではなく、

中心的に働いている人への手当てであったり、運動会の賞品であったりというものが準

備できる程度の予算が確保できるように、市の関係するような部署に働きかけをして欲

しいと思います。 

また、今後の実施主体は「体育協会です。」「校区自治協議会です。」と言われても、そ

れぞれがばらばらでは、事業が成功しないのではないかと心配します。体育祭を行う場

合で考えると、事業の計画は体育協会で行っても、実施をするにあたっては、校区自治

協議会や、各地区の協力が必要不可欠となりますので、特例区はそれぞれの事業主体と

なる団体に事業を引き継いで、「今後はそこが実施します。」というのではなく、協力先

となる団体などにも、特例区終了後の事業実施に了承をいただいておくというようなこ

とを行って欲しいと思います。 

 

事務局 

まちづくり班でございます。予算措置に関しては、市の関係するような部署に働きか

けて行きたいと思っております。先ほどお話がありました体育祭の実施につきましては、

体育協会が実施主体となりますが、校区自治協議会、各種団体と連携して実施していく

こととなると思います。補助金につきましても、現状では校区体育協会が実施する体育

祭には 3 万円の補助金しかありません。他の体育協会の事例を見ますと、校区からの協

力金であるとか、各地区からお金を集めたりということをして体育祭を実施されていま

すので、校区自治協議会との連携は必要であると思います。現在、富合町体育協会でも

校区自治協議会と一体となり来年度の体育祭の実施に向け協議を進めておられますので、

まちづくり班としても支援していきたいと思っております。 

 

永目 工嗣 南区長 

合併特例区終了後は熊本市の例にならい事業を行うというところなのでしょうが、今

後の運営の問題、補助金の問題など様々な問題が現在出ております。基本的には自治基

本条例であるとか、参画と協働の推進条例などに基づき校区のまちづくりを進めていこ

うという考えであろうかと思います。 

補助金の問題につきましては、特例区終了後は、補助金がなくなり全部ボランティア

になるということではなく、熊本市には、様々なまちづくりに関する補助金がございま
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す。目的に応じた補助金のメニューなどもこちらから提供しましてご活用いただきたい

と考えておりますし、健康祭・産業祭については、特例区終了後は廃止となりますけれ

ども、今、南区では振興ビジョンというものを作成しておりまして、その中には健康と

いう柱、農業振興という柱を掲げております。富合町で行っていたまちづくりを更に拡

大し、その精神を受け継ぎながら南区としての健康祭・産業祭を展開していくことは十

分に考えられます。来年度のまちづくり予算の中で検討していこうと思っているところ

です。 

ふるさと祭りに関しても、様々な補助金がございます。それらの補助金を活用するう

えで、皆様方にはお決めいただきたいことがありまして、校区としてのコミュニティを

醸成するための祭りなのか、それとも賑わいづくりを目的とした祭りにするのか等々と

祭りの目的を明確に決めていただきたいと思います。それにより活用できる補助金も変

わってきます。地域コミュニティを重視するものであれば、「コミュニティづくり支援補

助金」というものがございますし、賑わいづくりを目的とするものであれば観光振興課

の「熊本市にぎわいづくり事業支援助成金」というものがありますので、そういったも

のを活用しながら祭りを組み立てていくということが、今後、重要になると思います。

補助金のことにつきましては、様々な補助金等のメニューを提示しながら、皆様方にご

検討いただければと思っています。 

 

田中 榮信 議長 

様々な補助金があるということですので、そういったものを有功に活用し事業を行っ

て欲しいと思いますし、特例区協議会でも関係団体と連携しながら、特例区終了後の事

業実施については、今後も協議を続けていかなければと思います。 
それでは、協議第 1 号「合併特例区終了後の特例区事業について」につきましては、

これでよろしいですか。 
 

（「はい。」の声） 
 

田中 榮信 議長 

次に、協議第 2 号「合併特例区終了後の特例区管理施設について」について、事務局

から説明をお願いします。 

 

事務局 

まちづくり班でございます。資料 23ページ「富合町健康づくり総合センター（雁回館）」

でございます。次ページにこれまでの移管協議の流れを記載しております。昨年 11 月か

らスポーツ振興課と移管協議を行っているところでございます。雁回館にはスポーツ施

設のアリーナ、保健施設の和室と健診室、調理室があり利用形態により管理を分けると
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いう案もありましたが財政課とも相談した結果、一括管理が望ましいということでした

ので、スポーツ振興課へ一括返還するということで、協議を行っています。 

次に、雁回公園でございます。資料は 25ページです。雁回公園につきましては、グラ

ウンド部分については、スポーツ振興課で、公園部分については、西部土木センターで、

と管理を分けることが可能かどうか、という検討がなされているところです。今後は財

政課も含めたところで協議が進められるという予定です。 

屋外運動場でございます。資料は 27ページです。スポーツ振興課の所管の財産という

ことになっております。施設の利用形態としては、テニスコートは全 6 面を中学校の部

活用で使用し、夜間は一般開放をされています。グラウンド部分につきましては、午前

中は、高齢者のグラウンドゴルフに、夜間はキッズサッカーの練習場として利用されて

います。利用形態に沿いテニスコートとグラウンド部分を分けて移管するということも

考えましたが、スポーツ振興課の財産でありますので、まずは一括してスポーツ振興課

へ移管するということで協議をしております。なお、中学校へはスポーツ振興課へ移管

する旨を伝えております。中学校は、テニスコート利用の妨げにならないことを前提に、

教育委員会の健康教育課を通じ、今後、部活用として使用できるようスポーツ振興課と

協議をしていると聞いております。以上が、屋外運動場でございます。 

 

福祉班でございます。資料 29 ページです。富合町老人憩の家の特例区終了後の移管先

は高齢介護福祉課となっております。条例改正、予算の計上、指定管理の準備について

は高齢介護福祉課で行うということで決まっております。現在利用しておりますマイク

ロバスについては、資産の管理、運転手の問題、また、他の施設との兼ね合い等もあり

まして廃止とするということになっております。マッサージ機等の備品は高齢介護福祉

課に引き継ぐこととしております。カラオケは 5 年間の複数年契約でリース契約をされ

ておりまして、今後の取扱いについて、検討されているということです。その他に、特

記事項といたしまして、移管後は、老人憩の家から老人福祉センターに名称が変わりま

す。国の基準に当てはめると、富合老人憩の家の規模は、老人福祉センターの位置づけ

になるということから、名称の変更がなされます。今後のスケジュールでございますが、

熊本市議会の平成25年第1回定例会で条例改正の議案の提出を行うということでありま

す。4 月から指定管理関係の準備を始めまして、6 月議会に指定管理関係の議案を提出す

るということで準備をしております。 

 

まちづくり班です。緑川総合運動公園についてでございます。緑川総合運動公園とし

て使用している緑川河川敷の占用期間が平成 30 年 3 月 31 日までとなっております。こ

ちらの場所については、現在、ふるさと祭り会場としての使用のみですので、国への返

還も視野に入れ、内部で検討を行っているところでございます。なお、国に返還いたし

ましても、ふるさと祭りの開催日のみ借りることが可能です。 
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田中 榮信 議長 

事務局から説明のありました、協議第 2 号「合併特例区終了後の特例区管理施設につ

いて」について、何かご意見ございませんか。 

 

野口 ミナ子 委員 

老人憩の家についてですが、資料 30 ページに「マイクロバスによる送迎は、特例区終

了後は実施しない。但し、指定管理者が自主的に行う場合は継続となる。」の内容につい

て、詳しい説明をお願いします。 

 

事務局 

指定管理者がマイクロバス送迎を事業の一つとして行うのであれば、ということにな

ります。 

 

松永 隆 委員 

利用者が減っていけば、施設の廃止ということもあるのですか。 

 

事務局 

年間 3,000 名を越える利用があっておりますので、今のところ施設が廃止となること

は、考えられないと思います。 

 

松永 隆 委員 

それは、送迎バスがあっての利用者数ですし、バスがなくなれば利用者は減るのでは

ありませんか。指定管理者が南区の老人憩の家として利用者が増えるような運営を行っ

てくれるのならばよいのですが、市としては施設の管理費の予算がつけられないから、

指定管理者に管理を任せる、ゆくゆくは民間委託をする。先々で施設を廃止しようとい

う考えがあるのではありませんか。 

 

事務局 

市は様々な施設で指定管理者による管理を行っております。現段階で、老人憩の家の

施設廃止は考えられません。 

 

松永 隆 委員 

分かりました。 

次に屋外運動場ですが、富合中学校の硬式テニス部は九州大会に出場したりと活躍し

ています。屋外運動場を中学校が利用する分については、これまでと変わらない利用が

できるようにして欲しいと思います。また、屋外運動場では、高齢者の方々がグラウン
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ドゴルフを楽しまれておりますので、駐車場も残して欲しいと思います。 

 

事務局 

屋外運動場の答弁の前に、先ほどの富合町老人憩の家について一言述べさせていただ

きます。確かに、送迎バスの関係で、利用者が減ることもあるとは思います。利用者の

数に直接影響を与えるものではないかもしれませんが、使用料のことを申し上げますと、

現在、富合町老人憩の家を利用するにあたっては、使用料ということで、入場料が 150

円、大広間を利用する場合は、１回につき 2,000 円ということが規則の中で定められて

おります。老人福祉センターになりますと、使用料は無料、お風呂を使用する場合にの

み 100 円、ということになり使用料の面から見ますと、利用しやすくなるのではないか

と思います。 

 

屋外運動場のテニスコートですが、中学校のテニス部が非常に活躍しているというこ

ともスポーツ振興課には伝えております。スポーツ振興課からも、中学校がこれまでと

同じように部活で使用できるようにすることを考えている、ということを聞いておりま

す。 

 

田中 榮信 議長 

その他に何か質問はございませんか。 

 

（「ありません。」の声） 

 

田中 榮信 議長 

それでは、協議第 2 号につきましては、原案のとおり承認ということでよろしいです

か。 

 

（「はい。」の声） 

 

田中 榮信 議長 

それでは、報告事項に移ります。「報告第 1 号 平成 23 年度富合町老人憩の家指定管

理者管理運営の評価結果について」につきまして事務局からの説明をお願いします。 

 

事務局 

福祉班でございます。資料「平成 23年度富合町老人憩の家指定管理者管理運営の評価

結果」の 1 ページをお願いします。指定管理者による管理運営が、施設の設置目的を達

成しているか、サービスの向上が図られているか、指定管理者が自主性や創造性を発揮
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し努力した点があるか等について、昨年に引き続き評価を行いました。評価方法ですが、

施設管理者自らが行う自己評価と、それを受けての合併特例区が行う評価の２段階にな

ります。それぞれに区分評価と総合評価がございまして、区分評価につきましては、施

設の運営、施設の管理及び収支の状況について、仕様書の内容を超える場合にＡ、仕様

書どおりに行われた場合にＢ、改善点があり適切に改善された場合にＣ、一部に不履行

があった場合にＤという評価になっております。 

3 ページをお願いします。指定管理者が自己評価をした区分別評価ということで載せ

ております。まず、施設の運営としましては、「高齢者同士の交流を目的としたレクリエ

ーションやイベントなどを取り入れた。」また、「利用者からの相談等について迅速に対

応した。」ということで評価はＢとなっています。施設の管理につきましては、「建物、

機器等の設備保守点検及び修繕を優先的に実施するなど安全管理に努めた。」ということ

で評価はＢとなっています。収支状況につきましては、「高齢者同士の交流を目的とした

イベント等を行うことにより利用料金の収入増にはなったが、デジタルチューナー設置

や研修費（防火管理者の研修）等の支出が加わったため赤字決算となった。」とあり、平

成 23 年度の決算で、収入が 1,118 万 9千円、支出が 1,147 万 1千円ということになって

おります。この差は指定管理者の持ち出しということになりまして、評価はこちらもＢ

となっております。 

4 ページをお願いします。総合評価になりますが、施設の管理については、仕様書に

基づく適正な管理を実施し、施設の運営では、利用者のアンケートを実施し、サービス

の質の向上に努めた、ということです。収支状況につきましては、適正な予算執行に努

めた、という指定管理者の評価でありました。 

続いて合併特例区の評価ですが、区分別評価の施設の運営につきましては、「協定書、

仕様書等に基づき概ね適正に実施されていた。また、利用者へのアンケート調査を実施

しており、サービスの向上に取り組んだ。」としてＢ評価としております。施設の管理に

つきましては、「協定書、仕様書等に基づく業務が適切に実施され、設備等の保守点検や

維持管理および安全管理にも努めていた。」としてＢ評価としております。収支状況につ

きましては、「会計処理も適正になされ、事業目的に適合しない支出等はなかった」とし

てＢ評価としております。総合評価につきましては、施設の運営・施設の管理で適切に

実施されていたこと、収支状況では会計処理も適正になされていたことから概ね良好で

あるとの評価を書かせていただきました。以上が、平成 23 年度富合町老人憩の家指定管

理者管理運営の評価結果の報告となります。 

 

田中 榮信 議長 

「報告第 1 号 富合町老人憩の家指定管理者管理運営の評価結果について」につきま

して何かご質問はございませんか。 

 



 12

（「ありません。」の声） 

 

田中 榮信 議長 

質問がないようですので、次に進みます。「報告第 2 号 富合町駅伝大会について」に

つきまして事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

資料 37 ページになります。主催は富合町体育協会、共催は富合町合併特例区で 12 月

2 日に開催します。雨天決行でございます。昨年からの変更点を申し上げますと、昨年

は、区役所をスタート・ゴールとしておりましたが、区役所敷地をバスが通過すること

を考慮しまして、富合小学校グラウンドをスタート・ゴールに変更しております。コー

スについての変更はございません。繰上げスタートについてですが、昨年までは、第 5

中継所のみとしておりましたが、今年は第 8 中継所でも先頭通過後 10 分を経過した時点

で繰上げスタートを行うこととしております。警察の指導により、駅伝大会の時間短縮

を図る目的で、今回から取り入れました。内容につきましては、以上でございます。 

 

田中 榮信 議長 

ただいまの「報告第 2 号 富合町駅伝大会について」について何かご質問はありませ

んか。 

質問がないようでしたら、次に進みます。 

 

（「はい。」の声） 

 

 

田中 榮信 議長 

それでは、「その他」に入ります。事務局から「健康祭・産業祭」についてお願いしま

す。 

 

事務局 

健康祭・産業祭が、いよいよ来週の金曜日に開催されます。内容につきましては、お

手元のチラシに記載してございますが、ピネル記念病院の小笠原先生の講演会に農産物

品評会、各種催し物、お楽しみ抽選会などがございますので、お誘い合わせのうえ、ご

来場ください。 

 

田中 榮信 議長 

その他に、事務局から何かありますか。 
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事務局 

 次回協議会の開催についてお話をさせいただきたいと思います。協議会の開催は第 2

水曜日と確認されておりますが、12月 4 日から 25 日まで市議会の第 4回定例会が開催さ

れることとなっており、議会終了後となりますと年の瀬も押し迫っておりますことから、

議会開会中ではありますが、第 3 水曜日の 12 月 19 日（水）午前 10時からということで、

協議会定例会の開催をお願いしたいと思います。 

 

田中 榮信 議長 

次回の定例会は12月 19日（水）午前10時からということでみなさんよろしいですか。 

 

（「はい」の声） 

 

田中 榮信 議長 

他には何かございませんか。他にないようでしたらこれで協議会を終了してもよろし

いですか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

田中 榮信 議長 

これで本日のすべての議事が終了いたしました。皆様には長時間にわたり円滑な議事

進行にご協力いただき、ありがとうございました。これをもちまして、平成 24 年度第 8

回富合町合併特例区協議会定例会を閉会いたします。 




